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3月例会は、新型コロナウィルスの感染拡大が続いている情勢に鑑み休会とする 

【定款第 7条第 1節(d)(3)全地域社会にわたる流行病もしくは災害が発生した場合】 

第１１７９回 ２０２０年２月２６日 例会記録 

点  鐘 佐々木会長 

ロータリーソング「それでこそロータリー」 

ロータリアンの行動規範唱和 

出 席 報 告 
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会 長 時 間 

今日の卓話時間は森崎さんのお

話で非常に楽しみにしています。

以前ロータリークラブとライオ

ンズクラブの違いという事を聞

かれたことがあり、昨日調べまし

た。個人の意見も入っていると思

いますが…。ちなみに、私はライ

オンズクラブさんから誘われた

ことは１度もありませんので比較をしてこのクラブに

入った訳ではありません。書かれてあるものを見ると、 

『両者の違いは、実務面では殆ど相違がありません。

しかしあえて言えば、ロータリークラブは、1905年ア

メリカのシカゴでポール・ハリスによって設立された

職業倫理の高揚を学び一人一人の職業を通じて社会に

如何に奉仕するかと言う職業奉仕を重点に、I Serve

（私は奉仕する）を理念とした団体です。これに対し

て、ライオンズクラブは 1917年アメリカのダラスで元

ロータリークラブ会員だったメルビン・ジョーンズの

提唱により誕生した社会奉仕を重点に、We Serve（我々

は奉仕する）を理念とした団体です。しかし、ロータ

リークラブの活動でも、We Serveの活動は多く見られ

ます。また、ロータリークラブは週 1回の例会開催に

対し、ライオンズクラブは月 2 回の例会開催となりま

す。』我がクラブを考えると、例会は原則月 3回にし

ましたし、あれはダメこれはダメというのもなく、私

見として間をとった非常に良い感じのクラブだと感じ

ています。ＬＣとＲＣの良いとこ取りをした広島空港

ＲＣの会員が、もっと増えればと思います。 
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幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1178号（２月定例理事会報告） 

《回  覧》出欠表 

       広島空港ＲＣ親睦ゴルフコンペ 4/12 

              ４クラブ親睦ゴルフコンペ 5/24 

       沼田川クリーンキャンペーン 

 職場体験学習受入確認 

 

卓 話 時 間 

 

 

    森崎 正治 会員 

 

「私とロータリー」 

 

 

 

皆さん今日は。これより私 森崎正治が卓話をさせ

てもらいます。前半は私とロータリーとの関わりにつ

いて、後半はロータリーについての勉強時間としま

す。 

卓話について 

卓話には、外部の人に話をしてもらう外部卓話と、

会員が話をする会員卓話があります。外部卓話は外の

世界の興味あるお話が聞けて良いのですが、卓話をし

てもらう人を探すのが大変です。最近は、我がクラブ

でも会員卓話が多くなっております。 

 

 クラブが出来た当初は、プログラム委員会が卓話の

スケジュールを決めていました。特にプログラム委員

長への負担は重いものでした。1年目のプログラム委

員長は村上正志さんと言う方です。この方は人脈も多

く、常に数か月前に外部卓話者の手配を済ましておら

れました。私は 2年目のプログラム委員長になりまし

た。1年目は外部卓話が多かったものですから、自分

も外部卓話を多くしようと意気込んだのですが、スケ

ジュールを埋めるのは大変でした。色んな伝手を頼っ

て卓話の依頼をしましたが、なかなか承諾をもらえ

ず、もうプログラム委員長はお断りと思ったほど苦労

しました。そこで今日は、最初から外部卓話をあきら 

め、会員卓話をさせていただきます。 

 

自己紹介 

これより、私について少し紹介させてもらいます。 

私は昭和 25年 5月生まれで、現在満 69才、今年の誕

生日で満 70 歳、古希になります。まだまだ元気なの

は有難いなあと感謝しております。 

私が生まれ育ったのは賀茂郡大和町上徳良（今は三

原市大和町上徳良）と言う所です。 

ここから山を二つ三つ超えたところにある田舎で、あ

の鯉で有名な阪井養魚場のある近所です。そこの小学

校に６年生まで通いました。家はもともと農家でした

が、私の生まれた頃は、菜種油の製造を始めておりま

した。当時は、品質はそんなに良くなかったと思いま

すが、物のない時代で、作れば売れると言った時代だ

ったとのことです。 

私が小学 6 年になった時、担任の先生から、私に広

島の中学校を受験させてはという話が来ました。今思

えば無謀な話ですが、何とか修道中学に受かったので、

広島に出て下宿しながら修道中学・修道高校へと通い

ました。大学は、東京への憧れから、東京の大学へ行

きました。卒業後は東京で就職とも考えましたが、長

男として家業を継ぐのなら広島で就職しようと決め、

広島市にある会社に就職しました。そして、就職して

２年後には、親父が経営する会社に入っております。

その時はすでに、会社は大和町から本郷町に移転して

おり、そこで 25年ほど製油業をしてきました。 

 

私とロータリー 

私とロータリーとの関わりは実は、先ほど述べた修

道高校時代から始まっております。と言うのは、高校

１年の頃から、修道高校のインターアクトの部室に、

親友に引っ張られるように出入りしていたからです。 

その親友は、何か行事があると私を部室に連れて行き

ました。そして、いつのまにかクラブ員に登録されて

しまいました。 

インターアクトでの思い出と言えば、広島の沖合の

似島にある似島学園という養護施設を慰問したこと

や、クラブの例会に出ると広島南ロータリークラブの

方が出席されていたことなどがあります。熱心なイン

ターアクトクラブ員ではありませんでしたが、ともか

く高校時代からロータリーと関わりを持っていたので

す。 

 

ロータリークラブを新しく作るが入会しないかと誘

いを受けた時、すぐに承諾しました。高校時代から、

ロータリーへのあこがれを持っていたからです。 

当時、本郷にはライオンズクラブがありました。ライ

オンズへのイメージから、ロータリークラブも寄付を

沢山するとか、植木やゴミ拾いをする団体と思ってお

りました。ところがロータリーでは、あまり寄付の強 

制もないし、肉体労働が必要なボランティア活動もそ

んなに多くありません。ロータリーは、ライオンズと

違って個人による奉仕を重視しており、派手な寄付行

為はしないというのは、後にわかりました。 

 

私は２００４年に当クラブの会長をさせてもらいま

した。その頃は、クラブ歴１０年でありましたが、た 



 

だ会長の役目を果たすことに懸命でありました。会長

時代の思い出のひとつは、松本であった空港フォーラ

ムに夫婦で参加し、上高地を案内してもらったことで

す。そして、わがクラブに野球同好会が出来、市民球

場で野球ができたことも感動した経験です。 

苦労した思い出と言えば、例会での会長時間に何を

話そうかと、毎回前日から原稿作りに頭を悩ましたこ

とです。何とか会長を終えた時、これからは楽をして

ゆったりとロータリーを楽しめると思っていました。 

 

会長を辞めてちょうど１０年目の２０１４年に、今

度はガバナー補佐になれということになりました。誰

か他の人になってもらうようにといろいろと画策し

ましたが、最後は引き受けざるを得なくなりました。 

ガバナー補佐はどんなことをすればよいのか迷いま

した。過去のロータリー週報にガバナー補佐の先輩方

の記録が詳しく載せてありましたので、それを参考に

させてもらいました。 

ガバナー補佐は各クラブにこのようにしろとか指

導する人ではありません。各クラブの良い点や問題点

を聴取し、ガバナーにお伝えする役だと割り切ると気

分的に楽だと思います。次は澤井さんです。澤井さん

なら、大丈夫と思いますので期待しております。 

 

奉仕の理想 

これより、ロータリーについての勉強時間です。 

まずは私たちが良く歌っている「奉仕の理想」(The 

ideal of service)についてです。 

「奉仕の理想」をうまく説明できる人は少ないようで

す。ideal の訳を「理想」よりも「理念」と訳した方

が分かり易いという方もおられますが、「奉仕の理念」

であると言われてもまだ難解です。 

「奉仕の理想」はわかりやすく言えば、「人に対する

思いやりを持って、人のお役に立つこと」ということ

です。 

 

ロータリーのモットー 

ロータリーのモットーは、二つあり、 

「超我の奉仕」（Service Above Self）と 

「最も良く奉仕するもの、最も多く報いられる」（One 

Profits Most Who Serves Best）であります。 

「超我の奉仕」とは自分のためだけでなく、他者のた

めに役立つことをしていくことであります。利己を超

越して人のために奉仕を実践していくということで

す。自分さえ良ければそれで良いと考えるのではな

く、人の役にたつことを考え行動していくことが大事

なのです。 

 

「最も良く奉仕するもの、最も多く報いられる」は、

人のために良く尽くしたものが、結局大きな成功を得

られる、または大きな恩恵に預かれるということであ

ります。これは、シェルドンという方が、自ら運営す 

るビジネス・スクールで言っておられたことを、ロー

タリーでも広められたので、ロータリーのモットーと

なったようです。 

ビジネスで大きな成果をあげられた方々は、人の役に

立つことも沢山されているというビジネス・スクール

での経験から、このことを言われたようです。 

 

ロータリーの五大奉仕 

皆さんはロータリーの五大奉仕というのをご存知で

しょう。クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、

青少年奉仕の五つです。 

クラブ奉仕は（クラブにおいて）クラブのため奉仕

すること、社会奉仕は（地域において）地域社会のた

め奉仕すること、国際奉仕は国際社会のため奉仕する

こと、青少年奉仕は青少年のため奉仕することと理解

すれば、正しい理解ではないにしても何となくわかる

気がします。 

ところが、職業奉仕は（職場において）職業のため

奉仕すると理解するには、無理を感じます。正しくは、

職業奉仕は職業を通して社会に奉仕するという意味で

す。この世の中、色んな職業の方が助け合って成り立

っています。倫理観を持って職業を営んでいれば、ど

なたでも職業奉仕をすることができます。 

ただ、社会奉仕も職業奉仕も結局社会に奉仕するの

なら、同じではと疑問がわきます。ところが、ロータ

リーでは、お医者さんが無報酬で患者に医療行為をす

れば、それは社会奉仕になるのです。適正な報酬で医

療行為をすればそれは職業奉仕になるのです。 

ロータリーでは、社会奉仕の受益者は他者であり、職

業奉仕の受益者はロータリアンだと考えます。ロータ

リアンが高い倫理観を持って職業を営んでいれば、そ

れはお客さんのためになり、社会に奉仕していること

になります。やがてそのサービスを受けた客がリピー

ト客となります。リピート客が増えて、その職業は繁

栄し、結局そのロータリアンは恩恵を受けることにな

るのです。 

だから、「最も良く奉仕するもの、最も多く報いられる」

と言えるのです。 

 

以上で、私の卓話を終わります。最後までお付き合い

ありがとうございました。 

 

 

 


